
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

神
国

の
残
影

稲
宮

康
人

中
島
三
千
男

著

近
代
日
本
は
「
皇
民
化
政
策
」
の
拡
大

の
中
で
、
台
湾
や
朝
鮮
半
島
、
中
国
、
東

ア
ジ
ア
で
神
社
を
建
て
た
。「
海
外
神
社
」

と
呼
ば
れ
る
そ
れ
ら
は
、
植
民
地
支
配
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
柱
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
た
。
そ
の
数
１
７
５
０
社
以
上
。

年
に
わ
た
り
、
神
社
や
そ
の
跡
地
を
カ
メ

ラ
に
収
め
た
記
録
。

戦
後
廃
絶
し
た
神
社
は
、
跡
形
も
な
く

な
っ
た
場
所
も
多
い
。
一
方
、
林
の
中
で

風
化
を
待
つ
よ
う
な
鳥
居
や
、
公
園
で
子

ど
も
の
遊
具
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
鳥
居

は
、
時
間
の
経
過
を
物
語
る
。
忘
れ
ら
れ

て
い
く
記
憶
を
明
る
み
に
出
す
貴
重
な
一

冊
だ
。

（
国
書
刊
行
会
・
８
５
８
０
円
）

マ
リ
ア
さ
ま

い
し
い
し
ん
じ

著

ド
ラ
フ
ト
最
下
位

村
瀬

秀
信

著

物
語
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
紡
ぎ
出
し
て

き
た
著
者
に
よ
る
３
年
ぶ
り
の
小
説
集
。

２
０
０
０
年
以
降
に
新
聞
や
文
芸
誌
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
発
表
し
た
短
編

編

を
収
録
す
る
。

犬
の
視
点
か
ら
町
の
変
化
や
飼
い
主
の

死
を
描
き
、
不
条
理
と
闘
う
姿
勢
が
鮮
烈

な
印
象
を
残
す
「
犬
の
た
ま
し
い
」
や
、

幼
少
か
ら
英
国
で
育
ち
、
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド

ン
で
名
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
と
し
て
知
ら
れ
た

祖
父
の
生
涯
を
「
し
の
ぶ
会
」
の
あ
い
さ

つ
で
孫
娘
が
振
り
返
る
「
と
っ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
、
想
像
力
に
満
ち
た
色
と
り
ど

り
の
作
品
が
ま
ぶ
し
い
。

（
リ
ト
ル
モ
ア
・
１
６
５
０
円
）

プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
脚
光
を

浴
び
る
の
は
主
に
１
位
指
名
の
選
手
た

ち
。
彼
ら
の
動
向
は
入
団
後
も
、
メ
デ
ィ

ア
や
フ
ァ
ン
か
ら
注
視
さ
れ
続
け
る
。
だ

が
最
下
位
で
指
名
さ
れ
た
選
手
は
ど
ん
な

若
者
で
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

人
の
ケ
ー
ス
を
収
め
る
。

高
校
時
代
、
一
度
も
公
式
戦
で
登
板
し

た
こ
と
が
な
い
ま
ま
プ
ロ
に
入
っ
た
投

手
。
７
位
指
名
で
入
団
後
に
投
手
か
ら
野

手
に
転
じ
、
首
位
打
者
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ

ラ
ブ
賞
に
輝
い
た
選
手
…
。
引
退
後
の
人

生
も
さ
ま
ざ
ま
。
一
人
一
人
の
ド
ラ
マ
に

読
み
応
え
が
あ
る
。

（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
・
１
７
６
０
円
）

中
国
の
文
官
屯
神
社
（
稲
宮
康
人
撮
影
）

ふなやま・もとき 1951年
東京都生まれ。編曲家。「勝
手にしやがれ」で日本レコー
ド大賞。「時代」「
が止まらない」などを手

掛けた。

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∩⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

ヒ
ッ
ト
曲
の
料
理
人

編
曲
家
・
船
山
基
紀
の
時
代

船
山

基
紀
さ
ん
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印象に残る 常に追求

沢
田
研
二
さ
ん
の
「
勝
手
に
し
や
が
れ
」
な
ど
、

イ
ン
ト
ロ
を
聞
い
て
思
い
出
す
歌
が
あ
る
。
「
ヒ

ッ
ト
曲
の
料
理
人

編
曲
家
・
船
山
基
紀
の
時

代
」
で
船
山
基
紀
さ
ん
は
「
歌
番
組
で
は
、
イ
ン

ト
ロ
が
面
白
く
な
い
と
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ

た
」
時
代
か
ら
、
印
象
に
残
る
編
曲
を
追
求
し
て

き
た
軌
跡
を
著
し
た
。

学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
端
緒
に
１
９
７
４

年
よ
り
プ
ロ
と
し
て
活
動
を
本
格
化
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
な
い
時
代
、
仕
事
は
全
て
対
面
で
進
め

「
人
と
人
と
の
交
わ
り
で
、
自
分
の
質
を
上
げ
て

い
っ
た
」
。
本
書
で
は
、
先
輩
の
萩
田
光
雄
さ
ん

や
作
曲
家
筒
美
京
平
さ
ん
ら
周
囲
か
ら
受
け
た
影

響
が
語
ら
れ
て
い
る
。
「
勝
手
に
し
や
が
れ
」
に

代
表
さ
れ
る
「
ピ
ア
ノ
が
目
立
つ
」
編
曲
は
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
羽
田
健
太
郎
さ
ん
の
演
奏
を
前
提
に
生

み
出
さ
れ
た
。

所
属
事
務
所
、
レ
コ
ー
ド
会
社
な
ど
か
ら
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
毎
日
。
少
年
隊
の
デ
ビ
ュ
ー

曲
「
仮
面

踏
会
」
で
は
、
筒
美
さ
ん
に
よ
る
前

奏
の
頭
に
強
烈
な
イ
ン
ト
ロ
が
求
め
ら
れ
た
。「
誰

も
意
見
で
き
な
い
よ
う
な
訳
の
分
か
ら
な
い
も
の

を
作
る
し
か
な
い
」
と
追
い
詰
め
ら
れ
、
変
則
的

な
４
分
の
５
拍
子
で
提
案
。
事
務
所
社
長
だ
っ
た

ジ
ャ
ニ
ー
喜
多
川
さ
ん
に
は
面
白
い
と
喜
ば
れ

た
。２

７
０
０
曲
以
上
を
手
掛
け
た
中
で「
代
表
作
」

と
す
る
の
は
五
輪
真
弓
さ
ん
の
「
恋
人
よ
」
だ
。

五
輪
さ
ん
が
、
事
故
で
早
世
し
た
知
人
の
葬
儀
で

号
泣
す
る
妻
の
姿
を
見
て
書
い
た
歌
と
い
う
。

船
山
さ
ん
が「
歌
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
提
示
し
た
」

と
言
う
イ
ン
ト
ロ
か
ら
は
、
も
の
悲
し
さ
と
切
な

さ
が
あ
ふ
れ
る
。
弦
楽
器
に
よ
る
演
奏
は
、
ス
メ

タ
ナ
の
「
モ
ル
ダ
ウ
」
を
思
い
出
さ
せ
る
。
「
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
好
き
な
母
が
聴
い
て
い
た
」
曲
と

い
う
。
父
が
好
ん
だ
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー
な
ど
、

代
ま
で
に
親
し
ん
だ
幅
広
い
音
楽
は
多
様
な
ア
レ

ン
ジ
の
源
と
な
っ
た
。

常
に
新
し
い
要
素
を
取
り
入
れ
、
独
自
の
手
法

を
開
拓
し
た
。

年
代
に
入
る
と
シ
ン
セ
サ
イ
ザ

ー
を
導
入
。
カ
バ
ー
曲
も
手
掛
け
た
が
、
演
奏
家

の
生
の
音
を
重
ね
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
異
な
る

肉
厚
な
サ
ウ
ン
ド
を
構
築
し
た
。

プ
ロ
活
動
も

周
年
。
「
編
曲
家
は
職
人
。
時

代
に
合
わ
な
く
な
っ
た
ら
依
頼
は
来
な
い
。
こ
の

ま
ま
時
代
に
流
さ
れ
た
い
」

（
「
ヒ
ッ
ト
曲
の
料
理
人

編
曲
家
・
船
山
基
紀

の
時
代
」
は
リ
ッ
ト
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
２
２
０

０
円
）

こ
ば
や
し
・
え
り
か

１
９
７
８

年
東
京
都
生
ま
れ
。
作
家
、
漫
画
家
。

著
書
に
「
マ
ダ
ム
・
キ
ュ
リ
ー
と
朝

食
を
」
「
親
愛
な
る
キ
テ
ィ
ー
た
ち

へ
」
な
ど
。

⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥⊥

小
林
エ
リ
カ

著

目に見えぬものの逆襲評・木村 朗子

（津田塾大教授）

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
開
会

式
の
１
日
を
描
い
た
至
近
未
来
小

説
で
あ
る
。

い
ま
東
京
五
輪
の
開
催
は
す
で

に
数
カ
月
後
に
せ
ま
っ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
な
ぜ
か
遠
い
未
来
の

こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は

東
京
で
の
五
輪
の
開
催
自
体
が
Ｓ

Ｆ
的
だ
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な

い
。東

京
五
輪
が
東
日
本
大
震
災
の

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
を

種
と
し
て
招
致
さ
れ
た
こ
と
は
疑

い
も
な
い
。
首
相
自
ら
が
世
界
に

対
し
て
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
コ

メ
ン
ト
し
、
福
島
の
状
況
は
統
御

さ
れ
た
状
態
に
あ
り
、
な
か
ん
ず

く
東
京
に
は
悪
影
響
が
な
い
こ
と

が
明
言
さ
れ
て
の
開
催
な
の
だ
。

し
た
が
っ
て
東
京
五
輪
の
実
現
は

福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

能
汚
染
の
被
害
の
小
さ
さ
の
証
明

の
よ
う
に
し
て
あ
る
は
ず
だ
っ

た
。と

こ
ろ
が
、
こ
の
小
説
で
は
老

人
た
ち
が
放
射
能
に
取
り
つ
か
れ

た
奇
病
「
ト
リ
ニ
テ
ィ
」
を
発
症

し
放
射
能
を
ば
ら
ま
い
て
い
る
。

老
人
た
ち
は
「
不
幸
の
石
」
を
手

に
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
石

の
声
を
代
弁
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
全
て
の
災
禍
の
は
じ
ま
り
の

地
、
チ
ェ
コ
の
ヤ
ー
ヒ
モ
フ
、
「
聖

ヨ
ア
ヒ
ム
の
谷
」
で
採
掘
さ
れ
た

ウ
ラ
ン
の
声
だ
。

そ
こ
か
ら
掘
り
起
こ
さ
れ
た

「
ピ
ッ
チ
ブ
レ
ン
ド
」
（
不
幸
の

石
）
は
パ
リ
に
運
ば
れ
、
キ
ュ
リ

ー
夫
人
が
放
射
性
物
質
ラ
ジ
ウ
ム

を
取
り
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
。

米
国
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ト
リ

ニ
テ
ィ
で
の
核
実
験
を
へ
て
広

島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、

戦
後
に
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、
福

島
で
放
射
能
災
害
を
引
き
起
こ

す
。
こ
れ
は
「
目
に
見
え
ざ
る
も

の
た
ち
の
、
逆
襲
」
な
の
だ
ろ
う

か
。本

書
の
表
紙
を
飾
る
、
人
さ
し

指
に
炎
を
と
も
す
写
真
は
、
国
立

新
美
術
館
で

年
８
月
か
ら

月

に
開
催
さ
れ
た
「
話
し
て
い
る
の

は
誰
？

現
代
美
術
に
潜
む
文

学
」
展
に
出
品
さ
れ
た
小
林
エ
リ

カ
の
作
品
「
わ
た
し
の
ト
ー
チ
」

だ
。
ト
ー
チ
リ
レ
ー
は
１
９
３
６

年
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
で
ヒ
ト
ラ
ー

が
導
入
し
た
と
い
う
。
小
林
の
指

に
と
も
る
ト
ー
チ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー

が
ギ
リ
シ
ャ
の
神
の
火
を
わ
が
も

の
に
し
よ
う
と
し
た
時
代
が
、
人

間
が
原
子
力
を
手
に
入
れ
る
も
う

ひ
と
つ
の
不
遜
の
歴
史
だ
っ
た
こ

と
を
照
ら
し
出
し
て
い
る
の
だ
。

（
集
英
社
・
１
８
７
０
円
）

た
か
お
・
な
が
ら

１
９
９
２
年

東
京
都
生
ま
れ
。
医
師
、
小
説
家
。

京
都
大
医
学
部
在
学
中
に「
肉
骨
茶
」

で
新
潮
新
人
賞
を
受
け
デ
ビ
ュ
ー
。

他
の
著
書
に
「
影
媛
」
。
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表現の対立乗り越える評・長瀬 海

（書評家）

高
尾

長
良

著

文
章
を
書
く
と
い
う
こ
と
を

生
業

な

り

わ

い

に
し
て
い
る
と
、
不
意
に
不

安
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
物
語
に

よ
っ
て
想
起
さ
せ
ら
れ
た
感
情
、

あ
る
い
は
思
念
そ
の
も
の
を
言
葉

に
置
き
換
え
る
こ
と
が
途
方
も
な

い
、
正
解
の
な
い
作
業
の
よ
う
に

思
え
る
の
だ
。

本
作
は
、
言
葉
で
物
事
を
描
出

す
る
こ
と
と
、
音
で
人
間
の
内
面

を
表
現
す
る
こ
と
の
相
違
と
は
何

か
を
、
異
な
る
価
値
観
を
持
つ
父

娘
の
対
話
を
通
し
て
、
思
弁
す
る

物
語
で
あ
る
。

視
点
人
物
で
あ
る
長
女
の
有
智

子
は
、
妹
の
真
名
を
、
音
楽
理
論

家
の
父
親
に
会
わ
せ
る
た
め
に
ウ

ィ
ー
ン
を
訪
れ
る
。
妹
の
作
曲
家

と
し
て
の
類
い
ま
れ
な
才
能
を
、

異
国
の
地
で
名
を
轟

と
ど
ろ

か
せ
る
父
親

に
よ
っ
て
、
磨
か
せ
る
こ
と
を
も

く
ろ
む
。
け
れ
ど
、
再
会
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
た
父
娘
の
関
係
性
は

歪
ゆ
が

ん
だ
か
た
ち
の
も
の
だ
っ
た
。

父
親
は
真
名
に
対
し
て
、
彼
女

が
持
つ
音
楽
家
と
し
て
の
天
賦
の

才
に
対
す
る
好
奇
心
以
上
の
、
歪

ん
だ
愛
情
を
見
せ
始
め
る
。
真
名

は
、
父
親
に
軽
蔑
と
嫌
悪
の
感
情

を
抱
く
。
有
智
子
は
父
に
寵
愛

ち
ょ
う
あ
い

さ
れ
、
自
身
の
奥
底
に
広
が
る
世

界
を
音
楽
と
し
て
映
し
出
す
こ
と

の
で
き
る
真
名
に
羨
望

せ

ん

ぼ

う

と
憎
悪
の

念
を
感
じ
始
め
る
。
次
第
に
健
全

な
ら
ざ
る
父
と
２
人
の
娘
の
関
係

性
が
描
き
出
さ
れ
て
い
く
の
だ
け

れ
ど
も
、
こ
の
小
説
は
決
し
て
、

親
子
の
確
執
と
い
う
一
つ
の
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
主
題
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
い
。

翻
訳
業
に
従
事
す
る
有
智
子
は

言
葉
と
い
う
よ
り
ど
こ
ろ
に
愛
着

を
持
つ
人
間
だ
。
一
方
で
、
音
楽

を
絶
対
的
な
表
現
と
し
て
信
奉
し

て
や
ま
な
い
父
親
は
音
が
い
か
に

言
葉
に
対
し
て
優
位
に
あ
る
か
を

説
く
。

父
の
理
論
に
次
第
に
と
ら
わ
れ

て
い
く
有
智
子
は
、
ホ
フ
マ
ン
ス

タ
ー
ル
が
「
チ
ャ
ン
ド
ス
卿
の
手

紙
」
｜
こ
の
物
語
の
下
敷
き
と
な

っ
て
い
る
作
品
だ
｜
の
な
か
で
見

せ
た
よ
う
に
、
言
葉
の
無
力
さ
に

つ
い
て
葛
藤
を
し
て
い
く
。
こ
う

し
て
父
と
娘
は
言
葉
か
音
か
を
巡

っ
て
弁
証
法
的
に
対
話
を
進
め
る

の
だ
が
、こ
の
哲
学
的
な
対
立
を
、

物
語
の
最
後
で
、
真
名
と
い
う
天

才
が
乗
り
越
え
る
。

小
説
は
考
え
る
器
だ
。
硬
質
な

文
章
で
つ
づ
ら
れ
た
本
作
が
導
き

出
す
解
は
、
読
者
を
新
た
な
認
識

の
地
平
へ
誘

い
ざ
な

う
。

（
文
芸
春
秋
・
１
５
４
０
円
）

恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
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出版のすすめ
湘南社編集部 著

自費出版を手掛けている

出版社が、自分の本を出し

たい人に必要な手続きや心

得を伝授する本。出版業界

の現況を扱った部分には、

「ストックからアクセスへ」

「モノからコトへ」といっ

たキーワードとともに歴史

的、文化的な考察を踏まえ

た解説が加えられ、一般向

けの教養書として読むこと

もできる。

第１部「出版の状況」で

は、出版関連のデータ分析

や流通の仕組み、電子書籍

の浸透、電子商取引企業「ア

マゾン」の台頭、「商業出

版」「自費出版」「自己出

版」の違いなどを解説。

第２部 書き方と内容 で

は 丸谷才一の 文章読本」

や加藤典洋の「言語表現法

講義」、丸山健二の「まだ

見ぬ書き手へ」といった指

南書をひもときながら、実

用的な文章作法を伝える。

評論家やエッセイストを

目指す人への読書案内、書

評者の目を意識した本作り

など独自性の高いアプロー

チも魅力。

（湘南社・1100円）

(２４)２０２０年(令和２年)１月５日(日曜日) (２４)２０２０年(令和２年)１月５日(日曜日)


